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●「第 41 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  

ア マ チ ュ ア 作 家 対 象 の 創 作 童 話 と 絵 本 の コ ン テ ス ト 。 子 ど も を 対 象 と し た 未

発表の創作童 話、創作 絵本を募集し ます。締 め切りは 10 月 31 日（木）です。  

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/02_nissan/index.html#41boshu  

 

●「大阪国際 児童文 学振興財団  研究紀要 」第 38 号の原稿募 集  

応募締切： 10 月 31 日（木）  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram https://www.instagram.com/iiclo_official/   随時更新  

 

●  Ｘ（旧 Twitter） https://twitter.com/IICLO_News  毎日更 新  
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『 ヤ ン グ タ イ マ ー ズ の お 悩 み 相 談 室 』  石 川 宏 千 花 /作  飯 田 研 人 /装 画 ・ 挿

絵  くもん出 版  2024 年 7 月  対象年齢： 中学生以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団理事長の 宮川健 郎さん（Ｔ） です。  

 

あらすじ：皆吉黛生（ みなよし  た いせい）という 38 歳の俳優と 、29 歳のミ

ュージシャン・八十色 類（やそいろ  るい）のラジオ番組『 放課後 の放課後』

が 舞 台 に な っ た 作 品 。 そ の 番 組 の な か に 中 学 生 か ら 悩 み を 募 集 し て 二 人 が

そ れ に つ い て 語 り 合 う 『 ヤ ン グ タ イ マ ー ズ の お 悩 み 相 談 室 』 と い う コ ー ナ

ーがあり、中学 １年生 から３年生ま での６ 人の男女が、悩 みがな い、友だち

が う ら や ま し い 、 友 だ ち と ぎ く し ゃ く し て し ま っ た 、 サ イ コ パ ス な 自 分 じ

ゃ な く な り た い 、 凡 人 な の が つ ら い 、 世 の 中 の 人 た ち に 腹 が 立 つ と い う 悩

みが相談され る。パ ー ソナリティは 、1980 年代後半から 2000 年代前半ぐら

いに生産され た車 （ ＝ヤングタイ マー） が好きという 点で共 通している。  

 

Ｔ：耳で聞く「ラジオ 」が仕掛けに なってい るユニークな 作品が 出版されまし

た。  

Ｙ：ガソリン 車が好き で、ちょっと マニアッ クで、独身の 男性二人 がパーソナ

リティです。一人は 、個性的な俳優 で、もう 一人は、ミュ ージシャ ン。つま

り 、 い わ ゆ る 学 者 や カ ウ ン セ ラ ー で は な く 、 ち ょ っ と 世 の 中 の ア ウ ト サ イ

ダー的な位置 にいる 人たちです。  

Ｔ：その二人 が、中 学生の「お悩 み相談 室」コーナー を担当 します。  

登場するのは ６人の 中学生で、「か さぶた 」「贅沢保湿 」「あなた の嘘」な

ど、ユニー クなラジ オ ネームで悩み を相談 します。そ の中で軸 と なるのが、

冒頭の「かさぶ た」こ と「しなかん」と、結 末の「ぬりかべ」こと「ルウ」

です。二人は同じ クラ スで、しなかんは、ル ウが入ること を決め たボランテ

ィア部に所属 してい ます。ボラ ンティア 部 では、放課 後のゴミ 拾 いのほか、

地球環境にか かわる 会議などを開 催して います。  

Ｙ ： し な か ん が ラ ジ オ を 聞 き 始 め た の は 、 皆 吉 黛 生 の フ ァ ン だ か ら で 、 悩 み

は、なにも悩 みがな いこと。最初 から深 刻でないとこ ろが笑 えます。  

とはいえ、そこから は 、友だちや家族や恋 愛 の悩みなど、思春期 ど 真ん中

の 悩 み が 語 ら れ て い き ま す 。 相 談 者 た ち が 悩 み を 言 葉 に し 、 パ ー ソ ナ リ テ

ィ た ち の ユ ー モ ラ ス で あ た た か い 語 り を 聞 く こ と で 自 分 自 身 を 客 観 的 に 見

つめられるよ うにな る過程が描か れます 。  

Ｔ：相談にの る二人が 、相談内容の 短い言葉 から想像して 、相談者 の本音を掘

り出すところ がうま い！  

Ｙ ： そ れ も 自 分 た ち の 中 高 校 生 の こ ろ や 今 の ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 や 失 敗 談 を さ

ら け 出 す こ と で 、 相 談 者 た ち が 心 配 し て い る こ と を 受 け 止 め る 点 が い い で

す よ ね 。 決 め つ け る ん じ ゃ な く っ て 、 相 談 者 が 言 い た い こ と は こ れ か な と

多様な可能性 を示す という態度に 共感し ました。  

Ｔ：「どんなに小 さく 思える悩みで も、本人 にとってはあ した生 きるかどうか

を決めるくら いもの 。」というのも いいで すね。  

Ｙ：そして、 間でか ける音楽がユ ニーク 。 1970 年代のロック やポップスで 若

い世代にポッ プな文 化を手渡して いるな あと感じまし た。  

Ｔ：個 人的な悩み のあ と、最後は、ぬりか べ さんの、環境問題 に向 き合わない

世 の 中 の 大 人 た ち に 対 す る 不 信 と 怒 り で す 。 社 会 へ つ な が っ て 終 わ る こ と

で、作品が広 がりま した。  

オムニバスに なって いるから、「 朝読」で も読めるな。思わ ず 生徒が夢中

になって読み 続け、先 生に取り上げ られて 、先生が読んで みて夢 中になる。

そんなことが 起こり そうな作品だ なと思 いました。  

 

 



*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 109 回「いちょう の実」  

 旅立ちに見 え隠れ する時代の影  

 

あるすみきっ た明け 方、母である〈いち ょ うの木〉から生ま れた〈千人の黄金

色の子供〉（いちょ う の実）たちは 、みん なドキッとし て目を 覚まします。  

今日は、旅立 ちの日 でした。  

母は悲しみの あまり 、〈扇形の黄 金の髪の 毛を昨日まで にみん な落して〉しま

ったのです。  

 

「僕なんか落 ちる途 中で眼がまわ らない だろうか。」  

「ね、あたし どんな 所へ行くのか しら。」  

「あたしどん なめに あってもいい からお 母さんの所に 居たい わ。」  

「そら、もう 明るくな ったぞ。嬉し いなあ。僕はきっと黄 金色の お星さまにな

るんだよ。」  

「 わ た し 困 っ て し ま う わ 、 お っ か さ ん に 貰 っ た 新 し い 外 套 が 見 え な い ん で す

もの。」  

「わたしのを 時々貸 してあげるわ 。凍え たら一緒に死 にまし ょうよ。」  

 

東 の 空 が 白 く 燃 え 、 子 の 思 い が さ ま ざ ま に 語 ら れ る な か 、 母 な る い ち ょ う の

木は〈まるで 死んだ ようになって 〉立ち すくみます。  

そのとき、〈光の束 が 黄金の矢のよ うに〉飛 んできて、〈北から 氷 のように冷た

い透きとおっ た風〉が ふいたとき、子ども た ちは一斉に枝 から飛 び下ります。  

〈さよなら、 おっか さん。〉〈さよ なら、 おっかさん 。〉  

母と子の別れ に対し、お日様は〈あ らんかぎ りのかがやき 〉を投げ かけます。  

 

毎年繰り返さ れるイ ニシエーショ ンとし ての旅立ち（巣立ち ）と別離。「いち

ょ う の 木 」 に 材 を 得 た 〈 子 ど も た ち の 自 立 と 母 親 の 子 別 れ の 主 題 を 黄 金 色 の

風景として見 事に描 いた一篇〉（宮 川健郎「 いてふの実 」2003 年）と言えます。  

 

独り立ちへの 祝祭的 なまなざしが 見られ る反面、たび たび〈死 〉が描かれて い

る こ と も 見 逃 せ ま せ ん 。 厳 し い 自 然 の な か で 、 生 を 全 う す る こ と は 容 易 い こ

と で は な く 、 そ れ は こ の 時 代 を 生 き た 子 ど も に も 通 底 す る こ と だ か ら で し ょ

うか。パン（食 ）、外 套や靴（衣 類）、薄荷 水（薬 ）など 、いずれ も生き抜くた

めに必要なア イテム がさりげなく 挿入さ れています。  

 

作品が書かれ たのは 大正 10 年（推定）。 賢治の作品に も影を 落とすシベリ ア

出兵の時期で もあり ました。同年 12 月、盛岡からも一 箇中隊（花巻で演 習実

施）が派兵 されたそう です。作品 は、大自 然 の営みを「 子の巣立ち 、親の子離

れ」に重ね合わせ た珠 玉の一篇であ りつつ、他方で死の影、城 や領 土（国を分

ける）、外套や靴 とい った近代的な 装備に、時代との重な りも思 わず連想して

しまいます 。（ペ吉 ）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『 ポ ラーノ の広場』によ りまし た。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ６３  

*****************************************************************  

 

 その大きな 鳥のす みたいのが、ふたつで きると、大き い子は下 におり、かわ



り に 三 年 生 ぐ ら い の 子 が ふ た り 、 そ の す の 上 に あ が り ま し た 。 あ き ら と か ず

おでした。  

 そして、ふ たりは さけびました 。  

「おじさんた あち、工 事をやめてく ださあ い。市長さん にあうま で、ぼくたち

は木からおり ませえ ん。」  

 木の下の子 どもた ちも、いっせ いにさ けびました。  

「工事をやめ てくだ さあい。市長 さんと 話したあい 。」  

 あ き ら の の ぼ っ て い る 木 か ら は 、 お な じ こ と ば を 書 い た 、 長 い 紙 が た れ さ

がりました。  

 

（『 モ グ ラ 原 っ ぱ の な か ま た ち 』  古 田 足 日 /作  田 畑 精 一 /絵  あ か ね 書 房  

1968 年 12 月  p.151）  

 

神奈川近代文 学館で 企画展「没後 10 年  古田足日のぼ うけん」が開催されて

います（９月 29 日（日）まで ）。企 画展に 行く前に懐か しくな って、子ど もの

ときに出会っ たこの 作品を読み直 しまし た。  

 

小学２年生か ら３年 生になる間の あきら、なおゆき、か ずお、ひ ろ子の４人の

子 ど も と 、 受 け 持 ち の 石 川 洋 子 先 生 を 中 心 に 、 学 校 生 活 と 学 校 外 で の 生 活 が

描かれていま す。４人 は、見つけた原っ ぱを「モグラ原っぱ」と 名 付けて遊び

ますが、ある 日、あき らがモグラ原 っぱに やってくると 、ダンプ カーが工事を

し て お り 、 市 営 住 宅 が 作 ら れ る こ と が わ か り ま す 。 ４ 人 は 市 役 所 へ 行 っ て 市

長 さ ん に 会 お う と し ま す が 追 い 返 さ れ て し ま い ま す 。 そ こ で 、 引 用 の 場 面 に

なります。  

 

グ レ タ ・ ト ゥ ー ン ベ リ が 注 目 さ れ る よ う に な っ て か ら 、 最 近 の 子 ど も の 本 に

は 、 社 会 に 対 し て 発 言 し た り 、 運 動 し た り す る 子 ど も が 描 か れ る こ と が 増 え

てきましたが 、『 モグ ラ原っぱのな かまた ち』には 、理不尽な 大 人たちに対し

て抵抗する子 どもた ちが既に描か れてい ます。  

 

男 女 の 描 か れ 方 な ど 、 今 の 社 会 で は 、「 古 い 」 と 思 わ れ る 部 分 も あ り ま す が 、

こ の 作 品 を 読 む と い つ の 時 代 も 子 ど も は 大 人 の 横 暴 さ に 怒 っ て い た ん だ な と

思 い 出 さ せ て く れ ま す 。 私 が 出 会 っ た の は 小 学 ３ 年 生 ぐ ら い に 同 い 年 の 読 書

好きのいとこ の家で した。あきらたち 子ど もたちの行動 力にす ごいなと思い 、

原 っ ぱ っ て 子 ど も に と っ て 大 切 な 遊 び 場 な ん だ な と 思 っ た こ と を 記 憶 し て い

ます。（Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

西宮市大谷記 念美術 館で 10 月 14 日まで 開催されてい る「 2024 イタリア・ボ

ローニャ国際 絵本原 画展」に行っ てきまし た。この展覧 会は、毎 年行われる子

どもの本専門 の国際 見本市「ボローニ ャ・チルドレンズ・ブッ クフェア」（ 絵

本原画コンク ール）に 入選した作品 の原画 展です。今回 は、日本 人４人を含む

３２カ国 78 人の入選 作 5 点ずつに加えて 、特別展示とし て、35 歳以下の入選

者 の 中 か ら 選 ば れ る ボ ロ ー ニ ャ Ｓ Ｍ 出 版 賞 を 受 賞 し た ア ン ド レ ア ・ ア ン テ ィ

ノーリの作品 と、出版 された絵本を 対象に したボローニ ャ・ラガ ッツイ賞  特

別部門「海」で受賞 し た下田昌克『死ん だか いぞく』の原画が 展示 されていま

した。  

 

図録にある「 2024 イタリア・ボロ ーニャ 国際絵本原画 展審査 レポート」に も

あるように 、「ボ ロー ニャ展の魅力 は、何よ りもその作品 に見る 国際性や文化



的な多様性 」であり 、技法に関して も「ペイ ンティング 、ドローイ ング、コラ

ージュ、銅版画、リ ト グラフ、そしてデ ジタ ルメディアな ど、多種 多様な制作

方法とさまざ まなス タイル」が見 られま した。  

 

特に印象に残 った作 品に、キム・ソンジン（韓国）の「こころは どこに」があ

り ま し た 。 こ れ は 、 子 ど も が お じ い ち ゃ ん に 心 が ど こ に あ る の か 聞 い て 鍵 を

もらっている 絵（「 お じいちゃんは こころ も開けられる の？」）と、子どもが市

場に来ている 絵（「 お ばあちゃん、こころも 買えるの？ 」）の絵 な どが展示され

て お り 、 鍵 を 売 る お 店 や 市 場 の 細 か い 情 景 が 人 の 暮 ら し と 心 の 中 の か か わ り

を巧みに描い ている ように感じま した。  

 

また、フェレ シュテ・ナジャフィ（ イラン）の「ゾウの記 憶」は 、認知症のお

ば あ さ ん が ゾ ウ で あ っ た こ と を 思 い 出 し 、 ゾ ウ に 変 身 す る と い う 絵 で 、 黄 色

い ゾ ウ の 絵 か ら お ば あ さ ん の 不 安 や 混 乱 や 孤 独 が 感 じ ら れ ま し た 。 フ ェ ル ナ

ンド・ペ レス＝エル ナ ンド（スペイン）の「 喜んでお仕え します」は、犬が飼

い 主 で あ る ガ イ コ ツ の 行 方 不 明 の 骨 を 見 つ け 、 そ の あ と 、 犬 は ガ イ コ ツ に ひ

も で つ な が れ て う れ し そ う に 散 歩 に 出 か け ま す 。 ガ イ コ ツ と 犬 の 様 子 が ユ ー

モラスで豊か な物語 を想像させま した。  

 

土曜日の朝 10 時に入 館しましたが 、家族 づれをはじめ 、多くの 人が来館され

ていて人気の 高さを 実感しました 。毎年恒 例の「ボロー ニャ絵本 原画展」に今

年も行くこと ができ、世界の絵本文 化に浸 る喜びを感じ ること ができました 。

（Ｋ）  

 

西宮市大谷記 念美術 館  http://otanimuseum.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第１ ４回  

*****************************************************************  

第４章  宮川 ひろ  

その３  『「へてか  へねかめ」お ふろで ね 』（後半 ）  

 

これまでの三 つの章 では、坪田譲治先 生、前川康男先生、今 西祐 行先生、あま

ん き み こ さ ん の こ と を 書 き ま し た 。 こ の 先 生 が た と 母 宮 川 ひ ろ の か か わ り を

軸に書きまし たから 、もう、すでに、母の デビュー作『るすば ん先生』（ポプ

ラ社 1969 年）のころ までを述べて います 。  

 

第４章では、 宮川ひ ろ（ 1923～ 2018 年）のデビュー以 降のさ まざまを作品 に

即 し て 振 り 返 り ま す 。 母 も ま た 、 私 の 出 会 っ た 児 童 文 学 者 に ほ か な り ま せ ん

でした。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

今回で、第 ４章「宮 川 ひろ」はお わります 。来月は休載さ せてい ただき、2024

年 11 月配信の第 171 号からは第５ 章「古 田足日先生」 です。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

 

http://otanimuseum.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
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【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  特別展「エドワ ー ド・ゴーリー を巡る 旅」  

会場：奈良県 立美術 館  

会期：開催中 ～ 11 月 10 日（日）  休 館日 あり   観覧 料：有 料  

主催：奈良県 立美術 館  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ヤ ン グタイマーズの

お悩み相談室』をプレ ゼントします。ご希望 の方は、プレゼ ント応 募フォーム

から、 (1)お名前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレス、よ ろ

しければ  (5)このメルマガのご感 想をお 書きのうえ  ご応募く ださい。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8  

締切は 10 月 10 日（木）、当選 発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

先日、よく行 く温泉 施設の露天風 呂で、「 名月や・・・ 」と頭 に浮かべつ

つ、まん丸お 月さん を愛でていま したが 、あとのこと ばが出 てきません。

「ああ名月や  名月 や」と続ける と、あ の有名な松尾 芭蕉の 句らしいと聞

き、思わず「 なるほ ど」。とこ ろがよく よ く調べてみる と作者 不詳とのこと

で、ちょっと びっく りしました 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8
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